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認知症 

研究費 

国家経済と比較した際の認知症コスト 

英国におけるがん、虚血性心疾患、脳卒中、
認知症の社会的コスト比較 

インフォーマルコスト
直接コスト 

がん 心疾患 脳卒中 認知症 

医療・介護等のケアコスト100万ポンドあたりの研究投資額（￡） 



認知症国家戦略 – 17の目的  (2009年2月) 

抗精神病薬に関する報告書 - 11の推奨  (2009年11月)  

監査局委員会* – 10の結論  (2010年1月) 

 

 

* National Audit Office ・・・ 英監査局。行政府の予算執行を監査し議会に報告する独立機関。 
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プライマリケアにおける早期診
断と早期支援 

総合病院における認知症対応 

介護施設における認知症対応 

抗精神病薬の低減 

ケアラー支援 

 

10のアウトカム声明 

認知症の人にとっての質的アウトカム：認知
症国家戦略の作業に基づいて 
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認知症の人にとってのアウトカム 

 

2014年までにイングランドで認知症とともに生きるすべての人々が 

以下のことを言えなければならない 

 
私は早期に認知症の 

診断を受けた 

私は認知症について理
解し、将来についての
意思決定の機会を得て

いる 

私の認知症、及び私の人
生にとって最善の治療と
支援が受けられている 

私の周囲の人々、私の
ケアをしている人々が
十分なサポートを受け

ている 

 

私は尊厳と敬意を持っ
て治療されている 

私は私自身を助ける術
と周囲の誰が支援して
くれるかを知っている 

 

私は生活（人生）を楽
しむことができる 

私はコミュニティの一
員であると感じ、何か
コミュニティにお返し
したいと思う 

私は自身の人生の終わ
りに関する願いが尊重
されると確信し、良き
死を期待できる 



認知症  
 dementia.dh.gov.uk 

（保健省ウェブサイト） 
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http://www.dementia.dh.gov.uk/
http://www.dementia.dh.gov.uk/


プライマリケアにおける早期診
断と早期支援 

総合病院における認知症対応 

介護施設における認知症対応 

抗精神病薬の低減 

ケアラー支援 認知症の人にとっての質的アウトカム：認知
症国家戦略の作業に基づいて 
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英国全土の認知症診断率 

 

alzheimers.org.uk/dementiamap 
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関わりを持ち、活き活きと 

生活（人生）に積極的に 

関与する人々 

介護施設にいて、さみしく, 

 孤立した, うつろな人々 

これまで これから 

新たな啓発キャンペーン: 
目的は認知症とともに生きる人々への態度を変えることである 



 

認知症に関
するスティグ
マが議論を
阻害する 

誤った信念：
為す術がない 

誤った信念：
通常の老化
の一部 

助けを求める
ことや支援を
提供すること
が不活発に 



脳卒中 

認知症 

心疾患 

糖尿病 

腎疾患 

無料NHS健康チェック 

心疾患、脳卒中、糖尿病、腎疾患、認知症の予防を支援する 

「私は今、心臓発作や脳卒中のリスク要因が認知症のリスク要因
にもなりうることを知りました。これらの病気になる可能性を減らす
ために、生活習慣を変えようと思います。また、もし私や家族が必
要になった時には利用できる認知症のサービスについて聞くこと
ができたのも、とても有意義でした」。 



Lesley Greening, Ian Greaves, Nicola Greaves, Dave Jolley 

プライマリケア（一次医療）において認知
症を治療することの肯定的な考え：
Gnosall メモリーサービス 

記憶機能の減退についての主観的または客観的な心配は、検証されるべき重要な症状である。それは認知症に
起因するものかもしれない。 

プライマリケア（一次医療）は、これまで認知症と関連疾患についての関心と力量に欠けていると批判され、認知症
諸サービスとの連携も非常に脆弱であるとみなされてきた。 

メモリーサービスは 患者に早期にアセスメントと検査を届けるために受け入れやすく有効な手段であり、英国の認
知症国家戦略においても推奨されている。 

ある地域保健師が推進しているプライマリケア（一次医療）のメモリーサービスでは、 従来の（二次医療の）スペ
シャリストによるメモリーサービスよりも多くの患者をひきつけることに2年にわたり成功している。 

メモリーサービスの活動についての３階層モデル （一次医療、地元の専門職、広域地域）は、それを推奨している。 
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プライマリケアにおける早期診
断と早期支援 

総合病院における認知症対応 

介護施設における認知症対応 

抗精神病薬の低減 

ケアラー支援 
認知症の人にとっての質的アウトカム：認知
症国家戦略の作業に基づいて 
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質の向上とイノベーションのためのコミッショニ
ング（CQUIN）の支払い枠組み 



NHS (国民保健サービス)における長期療養ケア  

認知症の人および学習障害と認知症合併の人のためのケア 
 
1971年 白書 (2001年改訂) 
 
1969年 NHS長期療養病院に58,000人  
2001年 NHS長期療養病院 に10,000人  
 
2004年に全廃を決定 
 
2009年、最後のNHS長期療養病院が閉鎖 
 

民間または地方自治体が運営する認知症の人のための                            
ケアホーム 
 
しかし、現在も民間病院にはNHS資金が投入されている                                      
長期療養病棟が存続  (ウィンターボーン・ビュー病院など)      。 
 
 



2011年5月 BBCのドキュメンタリー番組 
「パノラマ」が報じた全国的スキャンダル 
 
Castlebeck Careが経営する民間病院  
(2006年開院) 
 
犯罪的ネグレクト 
 
2013年6月までに、すべての入院について
レビューし、不適切であれば2014年6月まで
に転院などの措置をとること 
 

認知症の問題ではないが、示唆するところ
は幅広い 
 

ウィンターボーン・ビュー病院事件 

ケアを転換する： 
ウィンターボーン・ビュー病院に対する国の対応 



プライマリケアにおける早期診
断と早期支援 

総合病院における認知症対応 

介護施設における認知症対応 

抗精神病薬の低減 

ケアラー支援 

 
認知症の人にとっての質的アウトカム：認知
症国家戦略の作業に基づいて 
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認知症の終末期ケア  

疼痛管理 

事前のケアプランニング 

住みたい場所 

社会の理解 
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プライマリケアにおける早期診
断と早期支援 

総合病院における認知症対応 

介護施設における認知症対応 

抗精神病薬の低減 

ケアラー支援 

 
認知症の人にとっての質的アウトカム：認知
症国家戦略の作業に基づいて 
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196,695 名, すべてのPCTs （プライマリケア
トラスト）にて監査実施 

2006年から2011年にかけて診断率は40%

上昇 

抗精神病薬: 

減少 (2006年から 2011にかけて) 

        17.05% から 6.80%へ 

リスペリドンの処方は増加 

抗認知症薬の処方に関しては変化なし 

2012年 認知症における抗精神病薬処方全国監査 
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2012年 認知症における抗精神病薬処方全国監査 

認知症と診断
された患者 

抗精神病薬
を処方された
患者の割合
(%) 

処
方
さ
れ
た
人
の
割
合

 

診
断
さ
れ
た
患
者
数
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処方された他の向精神薬 
処
方
さ
れ
た
人
の
割
合

 

年 

抗うつ薬 

抗精神病薬 

睡眠薬と抗不安薬 
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リスペリドンの処方 
処
方
さ
れ
た
人
の
割
合
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プライマリケアにおける早期診
断と早期支援 

総合病院における認知症対応 

介護施設における認知症対応 

抗精神病薬の低減 

ケアラー支援 

 
認知症の人にとっての質的アウトカム：認知
症国家戦略の作業に基づいて 
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イノベーション 

健康と福祉 

在宅の認知症の人のためのケアと支援 



シェフィールド認知症情報パック 
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Guidepoststrust.org.uk 



主要課題 
 

医療と介護の改善 

認知症への理解を高め、認知症
の人にやさしい地域を支援する  

より良い研究 

 

認知症に関する
首相の挑戦 
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医療 と 介護 

 

65歳以上の定期検診を通じて診
断率を高める 

認知症 CQUIN  

100万ポンドのイノベーション挑
戦賞 

認知症ケアとサポートの協定 

認知症サービスに関する地域に
おける情報 
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認知症に 

やさしい地域と理解 
 

認知症にやさしい地域を全国的
につくる  

経済界からの支援 

夏季に行われる大規模なイベント 

啓発キャンペーン 
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研究 

認知症研究財源を2015年までに
倍増し、6600万ポンド以上に引き
上げる 

脳スキャンニングへの主要投資 

社会科学的研究に1300万ポンド 

NIHR研究に3600万ポンド 

質の高い研究への参加  
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D     Diagnosis （診断） 

E Early identification （早期発見） 

M Management of symptoms （症状マネジメント） 

E Effective support for carers （ケアラーへの効果的な支援） 

N Non drug treatments （非薬物療法） 

T Treatment of medical conditions （身体疾患の治療） 

I Information （情報） 

A At, and towards, end of life （終末期および終末期までの支援） 
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プライマリケアにおける早期診
断と早期支援 

総合病院における認知症対応 

介護施設における認知症対応 

抗精神病薬の低減 

ケアラー支援 

 

10のアウトカム声明 

認知症の人にとっての質的アウトカム：認知
症国家戦略の作業に基づいて 
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 イングランドにおける 
          認知症国家戦略 


